
平成２１年 

ハンディのある子どもたちのためのサポーター養成講座 実技３ 

日時   平成２１年９月２６日（土） ９：００～１２：３０ 

場所   松江市乃木公民館 

 

８：４５ サポ講受講生、修了生等受付 

９：００ ミーティング・準備  

９：３０ 参加者受付 

１０：００ オープニング（コンサート・挨拶等）   ＜大会議室＞ 

お楽しみコーナー 

大会議室 研修室１ 研修室２ 図書室 和室 １０：３０ 

工作コーナー 

実験コーナー 

お話コーナー 体で遊ぼう 

コーナー 

休憩室 保護者座談会 

１１：４５ 終わりの会    ＜大会議室＞ 

１２：３０ 反省会、片付け、解散 

 

＜参加者＞ 

参加者 
・乃木地区在住の幼児・児童・生徒・成人 

・松江市内特別支援学校在籍の幼児・児童・生徒 

サポーター 

・サポーター養成講座受講生 

・サポーター養成講座修了生 

・乃木地区サポーター 

・松江清心養護学校、松江養護学校教員 

運営スタッフ 

・あったかスクラム乃木親の会 

・サポーター養成講座修了生 

・松江清心養護学校、松江養護学校 

 

＜当日の様子＞ 

 ９月２６日、サポーター養成講座の実技３が松江市乃木公民館を会場に開催されました。今回

は、乃木地区あったかスクラムのお楽しみ活動に受講生１７名が参加しました。この活動には、

企画・運営、コーナー担当等で、多くのサポーター養成講座の修了生がかかわっています。 

 朝、一緒に活動する児童・生徒やその保護者さんと顔合わせをして、活動に参加しました。 

 「実験コーナー」では、スライム作りなどを楽しみました。手や顔をスライムだらけにしなが

ら、自分だけのスライムを作りました。「体で遊ぼうコーナー」では、ストラックアウトや、ボウ

リングなどに何度も何度も挑戦し、盛り上がりました。 

 受講生の中には、「ハンディのある子どもたちと実際にかかわるのは初めて」という方もあり、

はじめは緊張した様子も見られましたが、いろいろな活動に一緒に参加したり、お話ししたりす

る中で、だんだんと仲良くなり、みんなが楽しい時間を過ごすことができました。 

 次回は、川津公民館で、「視覚障害について」、「聴覚障害について」、「病弱・訪問学級について」

の講義を予定しています。 



       
「実験コーナー 」                   「お話コーナー」 

                                
「保護者座談会」                   「終わりの会」      

 

＜受講生アンケートより＞ 

○ 車いすの子どもさんを担当しました。わずか 1 時間の交流でしたが、最後には笑顔を返してくれて、

少しは心を通わすことができたようです。 

○ 自分の子どもと同年代で同様な障害のある方と楽しい時間が過ごせました。一人ひとり違った対

応が必要で、その場に合わせた応用動作の大切さを感じました。学校のお祭りで再会できるのを

楽しみにしています。 

○ 少しずつですが、慣れも出てきたのか緊張より楽しさが増してきたようです。子どもさんの日常が

分からないので、急な行動に戸惑うこともありましたが、楽しく過ごせました。 

○子どもがしばらくまったく活動に参加せず気をもみましたが、他の人が声をかけられたことで、活動

に参加することができてよかったです。いい勉強をさせていただきました。 

 


